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母体と交配相手である種雄
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の難産率は横ばし E だった。 17年

の難産率はホル雄、 F1雄産子が

pずれも6%、 F1 雌が4%、 ホ

ル雌が3%で、 性別にかかわらず

ホルスタイン産子の難産率が大き

く低下したことが分かるc この傾

向は、 経産牛についても同様であ

る（図4）。 現在では、 難産を避け

る目的で未経産牛に黒毛和種を交

配しても品種の違いによる効果は
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形質の遺伝的改良は雌牛の能力を
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表2 分娩難易の遺伝的能力評価値の種類と利用目的

娘牛難産率

対象

利用目的

産子の母

牛群全体の分娩難易改良
11 12 13 14 15 16 17 18年

産子難産率

産子の父

主に未経産牛の難産回避

率が高まる0
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今回の調査は、倣）家畜改良セン

ターより遺伝的能力評価用に集計

された分娩難易記録、（一社）ジェ

ネティクス北海道より種雄牛略号

の情報をそれぞれ提供していただ

いて取り組んだ黒宮歩氏の卒業研

究（2020）の一部である。 調査に

協力を頂いた方々に感謝申し上げ

る。
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